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定
年
退
職

※
氏
名
、
主
な
担
当
、
主
な

役
職
名
に
続
き
在
職
年
数
。

〔
経
済
学
部
〕

鈴
木
直
次
教
授

「
ア
メ
リ
カ
の
経
済
」
社
会

科
学
研
究
所
長

42
年

高
橋
祐
吉
教
授

「
労
働
経
済
論
」
経
済
学
部

長
、
副
学
長

33
年

徳
田
賢
二
教
授

「
地
域
経
済
論
」「
流
通
経

済
論
」
大
学
院
経
済
学
研
究

科
長

29
年

福
島
利
夫
教
授

「
経
済
統
計
学
」
経
済
学
部

長

21
年

〔
法
学
部
〕

吉
田
治
弘
教
授

「
生
物
科
学
」
自
然
科
学
研

究
所
長

31
年

〔
経
営
学
部
〕

齋
藤
憲
教
授

「
経
営
史
」
大
学
院
経
営
学

研
究
科
長

16
年

嶺
井
正
也
教
授

「
教
育
原
論
」

36
年

〔
商
学
部
〕

生
西
明
夫
教
授

「
数
理
科
学
」

32
年

黒
川
保
美
教
授

「
財
務
会
計
論
」
会
計
学
研

究
所
長

40
年

〔
文
学
部
〕

並
木
信
明
教
授

「
ア
メ
リ
カ
文
学
の
世
界
」

英
語
英
米
文
学
科
長

20
年

〔
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
〕

綿
貫
理
明
教
授

「
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

史
」
情
報
科
学
研
究
所
長

23
年

〔
人
間
科
学
部
〕

宇
都
榮
子
教
授

「
福
祉
の
社
会
学
」
人
間
科

学
部
長

41
年

〔
法
科
大
学
院
〕

晴
山
一
穂
教
授

「
行
政
法
」
法
学
研
究
所
長

17
年

日
髙
義
博
教
授

「
刑
事
法
総
合
演
習
」
法
学

部
長
、
学
長

43
年

矢
澤
曻
治
教
授

「
国
際
私
法
」「
環
境
法
」

今
村
法
律
研
究
室
長

32
年

15
人
が
教
壇
に
別
れ

　
学
生
の
指
導
に
尽
力
し
、
研
究
に
情
熱
を
注
い
で
こ

ら
れ
た
15
人
の
先
生
方
が
定
年
退
職
で
教
壇
を
去
る
。

３
人
の
先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
言
葉
を
紹
介
す
る
。

日
髙
義
博
法
科
大
学
院
教
授
は
最
終
講
義
を
再
構
成
し

た
も
の
を
、
高
橋
祐
吉
経
済
学
部
教
授
と
宇
都
榮
子
人

間
科
学
部
教
授
は
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い

た
だ
い
た
。

依
願
退
職

◇
２
月
28
日
付
◇

高
野
祐
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
准
教
授

 

（
３
年
11
カ
月
）

◇
３
月
31
日
付
◇

伊
藤
恵
子
経
済
学
部
教
授

 

（
14
年
）

室
井
義
雄
経
済
学
部
教
授

 

（
37
年
）

伊
藤
武
法
学
部
教
授

 

（
12
年
）

高
橋
勇
夫
法
学
部
教
授

 

（
30
年
）

梅
田
宙
商
学
部
助
教

 

（
１
年
）

岡
田
謙
介
人
間
科
学
部
准
教

授 

（
８
年
）

任
期
満
了

◇
３
月
31
日
付
◇

服
部
あ
さ
こ
人
間
科
学
部
助

教 

（
３
年
）

藤
岡
新
治
人
間
科
学
部
特
任

教
授 

（
３
年
）

久
保
次
三
法
科
大
学
院
教
授

 

（
10
年
）

※
カ
ッ
コ
内
は
在
職
年
数

最 終 講 義

　
人
気
の
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
サ
ン
ド
ウ

ィ
ッ
チ
マ
ン
」
の
イ
ン
ト
ロ
で
は
な
い

が
、
世
の
中
に
興
奮
す
る
こ
と
は
い
っ

ぱ
い
あ
れ
ど
、
教
員
が
一
番
興
奮
す
る

の
は
、
入
学
し
て
き
た
若
者
た
ち
が
、

大
学
で
の
生
活
を
経
る
な
か
で
大
き
く

変
わ
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と

き
だ
ろ
う
。

　
変
わ
る
と
言
っ
て
も
、
見
目
形
の
変

化
で
は
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
で
私
は
興

奮
し
な
い
。
興
奮
す
る
の
は
、
大
学
で

学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
か
れ
ら
の
世
の
中

を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
と
わ
か
る
と
き

で
あ
る
。
変
わ
る
た
め
に
は
、
大
学
の

中
で
得
た
も
の
を
い
か
し
つ
つ
、
大
学

の
外
に
出
る
覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
自
分
の
足
で
大
地
に
立

ち
、
自
分
の
頭
で
も
の
を
考
え
、
自
分

の
声
を
発
し
よ
う
と
決
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
う
な
っ
て
、
初
め
て
「
社
会
知

性
」
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。「
社
会
知
性
」
な
し
に

は
、「
ち
ょ
っ
と
何
言
っ
て
ん
だ
か
、

わ
か
ん
な
い
」
と
か
、「
も
う
い
い

ぜ
」
な
ど
と
言
わ
れ
か
ね
な
い
。

　
専
修
大
学
が
、
い
つ
ま
で
も
「
興
奮

す
る
大
学
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。（
写
真
は
２
０
１
６
年
、

箱
根
ゼ
ミ
合
宿
で
）

「見る目」が変わるとき
 高橋祐吉 経済学部教授

　
日
本
民
俗
学
の
父
・
柳
田
國
男
は
、

１
９
４
９
年
『
祭
り
の
は
な
し
』
と
い

う
子
ど
も
向
け
の
本
の
な
か
で
、「
い

つ
の
時
代
に
も
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ
い
っ

し
ょ
に
生
活
す
る
仲
間
の
う
ち
に
、
つ

ま
り
社
会
の
中
に
く
ら
し
て
お
り
ま
し

た
か
ら
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
社
会
に

つ
い
て
の
勉
強
は
、
絶
え
ず
し
て
お
り

ま
し
た
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
柳
田
の
い
う
「
社
会
に
つ
い
て
の
勉

強
」
は
、
教
科
書
や
書
物
か
ら
学
ぶ
こ

と
だ
け
を
指
し
て
は
い
な
い
よ
う
で

す
。

　
人
び
と
は
、
盆
や
正
月
の
祭
り
な
ど

を
通
し
て
互
い
が
仲
よ
く
暮
ら
せ
る
関

わ
り
方
、
社
会
生
活
に
必
要
な
こ
と
を

い
つ
の
間
に
か
学
び
、
一
人
前
の
人
間

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、

自
分
た
ち
の
暮
ら
し
の
あ
り
よ
う
に
関

心
を
抱
き
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
社
会

に
し
て
い
く
た
め
の
勉
強
は
忘
れ
ら

れ
、
勉
強
と
い
う
と
机
に
向
か
っ
て
学

ぶ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
机
に
向
か
っ
て
学
ぶ
勉
強
を
生
か
す

た
め
に
、
今
、
皆
さ
ん
が
生
き
て
い
る

社
会
に
目
を
向
け
、
暮
ら
し
ぶ
り
の
変

化
に
目
を
向
け
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創

る
学
び
も
し
て
ほ
し
い
な
と
希
望
し
て

い
ま
す
。

 

（
写
真
は
１
月
15
日
の
最
終
講
義
で
）

暮らしの変化に着目を
 宇都榮子 人間科学部教授

吉
田
治
弘
法
学
部
教
授

１
月
11
日

並
木
信
明
文
学
部
教
授

１
月
10
日

綿
貫
理
明
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授

１
月
27
日

　
大
学
入
学
以
来
、
刑
法
と

と
も
に
学
ん
で
き
た
の
が
万

葉
集
。
人
間

の
情
緒
を
表

し
、
解
釈
が

難
し
い
点
が

共
通
し
て
い

ま
す
。

　
幼
い
頃
か

ら
絵
が
好
き

だ

っ

た

の

で
、
万
葉
集

を
読
む
と
情
景
が
見
え
る
。
刑

法
か
ら
は
図
形
が
見
え
ま
す
。

文
章
の
中
に
映
像
が
見
え
る
、

直
観
か
ら
理
論
を
組
み
立
て
る

面
白
さ
。
こ
の
二
つ
が
、
私
が

刑
法
学
者
の
道
を
歩
き
始
め
た

理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
人
生
、
よ

き
恩
師
に
出
会
い
ま
し
た
。
最

後
の
理
論
的
課
題
が
共
犯
論
で

し
た
。
考
え
続
け
、
最
近
自
分

な
り
に
解
け
た
。
悩
み
に
悩
ん

で
最
後
は
法
的
感
性
で
解
き
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
刑
法
は
美

学
で
あ
り
、
刑
法
理
論
の
土
台

は
絵
な
の
で
す
。

　
私
の
好
き
な
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル

の
絵
は
、
線
を
刻
み
込
み
、
ド

ロ
ー
ン
の
よ
う
に
高
い
と
こ
ろ

か
ら
捉
え
て
い
ま
す
。
刑
法
学

者
は
少
な
く
と
も
20
年
先
を
見

据
え
、
生
起
す
る
社
会
的
問
題

を
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
よ
う
な
鳥

ち
ょ
う

瞰か
ん

で
冷
静
に
見
て
、
法
的
事
実

を
引
き
出
さ
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
共
犯
論
に
お
い
て
は
、

こ
の
視
点
が
特
に
重
要
で
す
。

　「
新
し
き
年
の
初
め
の
初
春

の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
吉よ

事ご
と

」。
万
葉
集
の
最
後
を
飾
る

歌
で
す
。
作
者
の
大
伴
家
持

は
、
万
葉
集
の
情
感
を
次
の
世

代
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
現
実
に
あ
る
事
実
を
直
視

し
、
直
観
、
法
的
感
性
に
よ
っ

て
事
案
解
決
に
向
け
た
刑
法
理

論
を
組
み
立
て
る
学
風
が
継
承

さ
れ
、
母
校
に
降
る
雪
の
ご
と

く
積
み
重
な
っ
て
い
く
な
ら

ば
、
わ
た
し
に
と
っ
て
も
最
終

講
義
は
「
い
や
し
け
吉
事
」
で

す
。

（
２
月
14
日
の
最
終
講
義
「
共

犯
の
基
礎
理
論
」
か
ら
）

直
感
か
ら
理
論
を
組
み
立
て
る
面
白
さ

 

日
髙
義
博 

法
科
大
学
院
教
授




